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海外見聞録

　

人
口
と
予
算
に
合
わ
せ
て
、 

　

Ｂ
Ｒ
Ｔ
を
導
入
す
る
自
治
体
も
多
い　

　

フ
ラ
ン
ス
の
主
だ
っ
た
都
市
で
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整

備
が
終
わ
り
、
人
口
20
万
以
下
の
都
市
で
は
、

Ｂ
Ｒ
Ｔ
（
高
機
能
連
接
バ

ス
・
写
真
１
）
の
導
入
が
進

み
、
現
時
点
で
20
以
上
の

自
治
体
で
走
行
し
て
い
る
。

既
に
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
導
入
し
た

中
小
都
市
で
も
、
一
日
の

パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
が
４

万
以
下
の
利
用
乗
客
数
が

少
な
い
沿
線
で
は
Ｂ
Ｒ
Ｔ

利
用
を
併
用
さ
せ
る
ケ
ー

ス
も
見
ら
れ
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ
は

人
口
が
減
少
す
る
日
本
の

自
治
体
の
参
考
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
。

　

Ｂ
Ｒ
Ｔ
は
、「
都
心
の
道

路
が
狭
い
」「
道
路
空
間
を
ク
ル
マ
と
共
有
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
っ
た
条
件
に
も
比
較

的
柔
軟
に
対
応
で
き
る
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。

自
治
体
が
政
策
主
体
と
な
り
社
会
運
賃
を
適
用

し
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
独
立
採
算
制
を
放

棄
し
て
公
共
交
通
の
整
備

や
運
営
を
行
う
の
で
、「
ど

の
よ
う
に
Ｂ
Ｒ
Ｔ
が
市
民

生
活
に
貢
献
す
る
か
？
」
を

具
体
的
に
議
会
で
示
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

際
に
最
も
重
要
視
さ
れ
る

の
は
ま
ず
「
ま
ち
全
体
の
交

通
プ
ラ
ン
を
含
む
将
来
の

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」。
結
局
「
ど

ん
な
ま
ち
に
し
た
い
か
？
」

と
い
う
長
期
展
望
が
問
わ

れ
る
。

　

車
体
購
入
や
整
備
な
ど

ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
は
Ｌ
Ｒ

Ｔ
の
約
３
分
の
１
だ
が
（
参
考
・
図
１
）、
こ
れ

ら
の
コ
ス
ト
は
当
然
沿
線
景
観
整
備
の
レ
ベ
ル

に
よ
っ
て
大
幅
に
変
化
し
、
バ
ス
の
寿
命
は
15

か
ら
20
年
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
は
30
か
ら
40
年
と
い
う
要

素
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

Ｂ
Ｒ
Ｔ
と
は
ど
ん
な
バ
ス
？ 

　

フ
ラ
ン
ス
所
轄
官
庁
の
定
義
に
よ
る
と

1
イ
ン
フ
ラ
で
は
「
軌
道
の
最
低
70
％
が
専
用

レ
ー
ン
、
快
適
性
の
あ
る
電
停
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
車
両
」

　
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
は
低
床
車
両
導
入
と
電
停

の
高
さ
調
整
で
比
較
的
簡
単
に
達
成
で
き
る

が
、
ど
の
都
市
も
Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
定
時
性
、
速
達
性

確
保
に
不
可
欠
な
「
専
用
レ
ー
ン
設
置
」
に
多

大
な
工
夫
を
行
っ
て
い
る
。
全
行
程
に
二
方
向

完
全
専
用
レ
ー
ン
を
供
給
で
き
な
く
て
も
、
多

く
の
都
市
が
行
っ
て
い
る
片
方
向
の
み
の
専
用

レ
ー
ン
化
や
、
交
通
量
の
多
い
時
間
帯
に
沿
っ

て
バ
ス
専
用
レ
ー
ン
を
片
側
だ
け
に
設
け
、
反

写真1：ＬＲＴか？と見間違うナンシー市のＢＲＴ連接バス車両
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都
市
交
通
計
画
を
通
し
て
み
た

フ
ラ
ン
ス
の
行
政
　
❷

ヴ
ァ
ン
ソ
ン
藤
井
由
実
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対
車
線
は
自
動
車
と
並
走
さ
せ
る
リ
ヨ
ン
市
、

電
停
や
信
号
付
近
の
道
路
の
中
央
帯
に
Ｂ
Ｒ
Ｔ

専
用
レ
ー
ン
を
設
け
る
ル
ー
ア
ン
市
な
ど
の
例

が
あ
る
。
ま
た
同
じ
専
用
道
路
で
も
「
一
般
車

の
横
断
が
可
能
な
レ
ー
ン
」「
タ
ク
シ
ー
や
自
転

車
と
共
有
道
路
（
ナ
ン
シ
ー
市
）」
な
ど
都
市
ご

と
に
、
ス
ペ
ー
ス
が
許
す
範
囲
で
バ
ス
の
優
先

性
を
確
保
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
大
切
な
点
だ
が
、
決
し
て
ク
ル
マ
と

の
共
存
を
否
定
し
て
い
な
い
。
必
ず
ク
ル
マ
の

迂
回
動
線
を
整
備
し
て
い
る
。
専
用
レ
ー
ン
へ

の
一
般
自
動
車
誤
侵
入
禁
止
対
策
と
し
て
は
、

分
離
帯
を
設
け
る
（
ナ
ン
ト
市
）、
そ
の
ス
ペ
ー

ス
が
無
い
場
合
に
は
専
用
レ
ー
ン
の
カ
ラ
ー
識

別
化
（
メ
ッ
ス
市
）、
見
や
す
い
パ
ネ
ル
『
Ｂ
Ｒ

Ｔ
専
用
道
路
』の
掲
示（
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
市
）、

バ
リ
ケ
ー
ド
の
設
置（
リ
ヨ
ン
市
）な
ど
本
当
に

さ
ま
ざ
ま
な
解
決
法
が
編
み
出
さ
れ
て
い
る
。

2
運
行
で
は
「
速
達
性
、
定
時
性
に
優
れ
た
高

い
運
行
頻
度
と
優
先
信
号
の
適
用
」

　

ほ
と
ん
ど
の
都
市
が
Ｌ
Ｒ
Ｔ
と
同
じ
シ
ス
テ

ム
の
公
共
交
通
自
動
優
先
信
号
シ
ス
テ
ム
を
採

用
し
て
い
る
。
自
治
体
が
道
路
交
通
を
一
元
化

管
理
し
て
お
り
（
新
し
い
交
通
信
号
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
自
治
体
自
ら
が
行
っ
て
い
る
都

市
も
あ
る
）、
ま
た
自
治
体
警
察
の
首
長
は
市

長
が
勤
め
る
の
で
、
警
察
と
の
交
渉
等
は
ハ
ー

ド
ル
に
な
ら
な
い
。

3
乗
客
の
利
便
性
の
観
点
か
ら
は
、「
信
用
乗

車
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
駆
使
し
た
運
行
状
況
情
報
提
供

シ
ス
テ
ム
搭
載
」

　

運
行
側
か
ら
み
た
機
能
向
上
も
大
切
だ
が
、

受
益
者
側
か
ら
み
る
と
、
と
に
か
く
「
あ
の
バ

ス
な
ら
乗
っ
て
み
た
い
」と
思
わ
せ
る『
格
好
良

く
て
、
便
利
な
乗
り
物
』
の
提
供
が
大
切
で
、

メ
ッ
ス
市
な
ど
は
Ｂ
Ｒ
Ｔ
開
通
式
に
大
き
な
イ

ベ
ン
ト
を
行
政
が
企
画
し
た
。

　

一
般
路
線
バ
ス
の
バ
ー
ジ
ョ
ン 

　

ア
ッ
プ
も
盛
ん
な
フ
ラ
ン
ス

　

ど
の
都
市
で
も
公
共
交
通
利
用
促
進
の
為

に
、「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
と
同
じ
く
ら
い
の
高
機
能
を
備

え
た
Ｂ
Ｒ
Ｔ
」
の
ア
ピ
ー
ル
に
熱
心
で
、
Ｂ
Ｒ

Ｔ
導
入
と
同
時
に
沿
線
の
景
観
整
備
、
パ
ー
ク

ア
ン
ド
ラ
イ
ド
の
敷
設
な
ど
を
行
う
が
、
し
か

し
何
処
も
が
い
き
な
り
近
代
的
な
バ
ス
導
入
だ

け
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
「
既
存
の
路
線
バ
ス
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し

て
、
徐
々
に
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
改
善
を
試
み

て
い
る
」自
治
体
も
多
く
、
で
き
る
だ
け「
乗
り

や
す
く
」
地
域
全
体
を
網
羅
す
る
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
考
え
て
い
る
。
可
能
な
限
り
の
専
用

レ
ー
ン
化
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
車
両
導
入
、
運
行

時
間
帯
の
延
長
、
運
行
頻
度
の
改
善
、
な
ど
利

用
者
の
便
宜
を
考
え
て
、
バ
ス
乗
客
の
増
加
を

図
っ
て
い
る
。
大
切
な
の
は
Ｌ
Ｒ
Ｔ
や
Ｂ
Ｒ
Ｔ
、

路
線
バ
ス
の
サ
ー
ビ
ス
を
個
別
に
展
開
す
る
の

で
は
な
く
、
自
治
体
全
体
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
市
民
の
通
勤
・
通
学
の
流
れ
を
考
慮
し
て

既
存
路
線
を
再
編
成
し
な
が
ら
、
総
合
的
な
モ

ビ
リ
テ
ィ
ー
計
画
を
樹
立
す
る
こ
と
だ
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
輸
送
能
力
と
コ
ス
ト
、
そ

し
て
路
線
設
定
等
の
市
民
に
対
す
る
説
明
責
任

が
生
じ
る
。
当
然
利
害
の
衝
突
が
予
想
さ
れ
る
。

そ
れ
で
は
次
に
合
意
形
成
を
み
て
み
た
い
。
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図1：ストラスブール都市共同体が、新路線整備の合意形成の
折に市民に提示した『輸送手段の比較表』


